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研究内容 
サンマは高度回遊性の小型浮魚で，北太平洋に広く分

布する。4～7 月にかけて摂餌のため日本の沖合を北上

し，1) 8月頃から西方に回遊を開始して日本近海域まで

来遊する。2)  我が国では 1950年代以降 8～12月に主に

排他的経済水域内において漁獲されてきたが，2000 年

以降外国漁船による公海域での漁獲量が増加し，2015
年に発足した北太平洋漁業委員会（NPFC）による国際

的な資源管理の対象となった。 
我が国では，2003年以降 6，7月に日本近海域から西

経 160 度までの北太平洋において表層トロール調査を

実施して，サンマの広域分布の把握や資源量の推定を

行ってきた。2) 調査では，北西太平洋の概ね4度間隔の

経線に沿った南北の調査線上に，調査時期のサンマの

生息海域（表面水温 8～18 度）を網羅するように，概

ね 10マイル以上離して調査点を設定した。そして，表

層トロール調査でのサンマ採集結果をもとに，面積密

度法により資源量が推定されてきた。面積密度法では

通常，事前に調査範囲を層化して，その中に調査点を

ランダムに配置することで，調査海域全体の資源量を

以下のように算出する。 
資源量＝｛層ごとの平均密度（= 漁獲量 / 掃海面積）  

×対応する海域面積｝の総和÷漁獲効率 
しかし，サンマの地理上の生息範囲は，毎年の表面水

温の変化にともない南北に大きく変動するため，表面

水温や経度区分に基づいた事後的な層化が実施されて

きた。2,3) これらの層化手法が資源量の推定に及ぼす影

響はこれまで評価されておらず，本研究では（a）表

面水温帯で分けた 6 層，（b）東西 3 海区，（c）表面

水温15度前後と東西3海区で分けた6層，（d）調査線

ごと，（e）層化なし（1 層）といった複数の事後層化

手法を試し，推定された資源量を比較した。 
資源量推定値とその分散は，5 つの事後層化手法間

でほとんど差が見られず，全ての層化手法で 2003年以

降資源量の減少が見られた（図１）。このうち，（d）
の調査線ごとの層化手法により，調査海域西部におけ

る資源量の顕著な減少と 2010年以降の分布重心の東偏

化を示すことができた。また，本種の日本近海域への

西方回遊を考慮した個体群動態モデルを構築していく

際に有効な手法となり得ることから，本研究ではこの

層化手法を推奨した。 
本トロール調査は毎年我が国のさんま漁業が始まる

前に実施されているため，推定された資源量は，当該

年の漁況予報の基礎資料となるほか，NPFC による資

源評価において，現状で唯一利用可能な，漁業と独立

した調査に基づく資源量指数として重要な役割を果た

している。長期にわたる広域調査に携わっていただい

た調査船の乗務員や研究員に謝意を示すとともに，今

後も引き続き本調査を継続していくことが必要である。 
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図１ 複数の事後層化手法により推定されたサンマ資源

量の年変化．エラーバーは(d)の調査線ごとに層化した場

合の90%信頼区間．凡例の(a)-(e)の説明は本文を参照． 


